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　昨年、「経営革新計画」が承認され、組合員企業の社員レベルアップの展開として、新入社員・若手研修セミナー
を開催しました。このセミナーの特徴としては、印刷関連資格士会会員を始め、印刷業に従事している方に講師を
依頼し、印刷業のあれこれを学んでいただくことです。1時間毎に6講座。9：30スタート昼食休みを入れ16：
30まで、と無理のないように考え受講者を募集、２０名の申込みで、講師も全員快く引き受けてくださり、初めて
の事業が無事開催されました。
　開講式で岩渕理事長が「若手社員研修は、当組合で初めてのことだと思う。講師を務める人は準備の為に勉強し、
受講者はそれを学んでいただく。双方にプラスになると思う。研修会で大いに学んでいただきたい。」と挨拶があり
ました。

受講風景

プレス
（刷版、印刷、プロセ
スインクと特色等）
講師：惠　勇人
         副理事長

　刷版から印刷、水とインキの関係、印刷重要点、デ
リバリ（排紙）仕事に対する姿勢

会社経営とは
（経営者の思い、社会
保険、決算、法人税等）
講師：岩渕　均
         理事長

　印刷業の現状、将来予測、ソリューションブロバイ
ダーへの道、経営者の思い、社員としての心得
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プリプレス
（デザイン、レイアウト、組版、
校正、校閲、色校正等）
講師：中原　雅之
         印刷関連資格士会常任幹事
　プリプレスの工程、企画・レ
イアウト・原稿作成・デザイン・
組版、校正・校閲、面付・刷版、
デジカメデータの扱い

印刷営業
（印刷の歴史、魅力ある印刷業
へ、印刷営業のあり方）

講師：新井　正敏顧問理事
　印刷の歴史、魅力ある印刷業
へ、印刷人のあるべき姿、知っ
ておくと良い用語

ウェブ
（ホームページ制作、紙とウェブのシナジー効果等）

講師：新井　貴之  印刷関連資格士会副会長
　紙とウェブのシナジー効果、ウェブ完成までの
流れ、ウェブ制作を進める上で必要なこと、可能性

ポストプレス
（断裁、折り、製本等）
講師：㈱ホリゾン東テクノ　
         中川　三喜雄氏
　製本の基礎知識、デジタル印刷向けの後加工
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印刷関連資格士会総会

　平成30年度第3回埼玉県印刷関連資格士会総会が、
7月28日（土）鴻巣市民活動センター会議室で開催さ
れました。当日は台風12号の接近が心配される中でし

たが多くの会員のご出席をいた
だくことができました。
はじめに恒例により印刷産業人
綱領の斉唱が金縄会員（たつみ印
刷㈱）の先導で行われました。
　その後挨拶に立たれた城戸紀
夫会長は、組合の教育プログラ
ムへの取り組みに積極的な企業
は良い業績を上げていること。
また折りしも東京ビッグサイト
で開催中のIGASを見学した感想
として、多くのメーカーが競っ
て展示しているデジタル印刷機
をいかにコンスタントに稼動さ
せるか、という課題を解決する
のは営業力やデザイン力と新し

い技術へのチャレンジ力だろう。そうした意味でも多
くの会員の皆様にこうした集まりを利用して勉強して
いただくことで新しい分野にチャレンジしていただく
ことを可能にすることを力説されました。
　引き続き城戸会長が議長に選任され、第1号議案、
第2号議案ともに滞りなく提案どおり承認されました。
その後は岩渕均組合理事長からご挨拶をいただきまし
た。その中で、本日このような悪天候を押してこの総
会に出席された会員の皆様は、高い志と向上心を持っ
ている方々であり企業にとっては大変頼もしい存在で

平成30年度第3回印刷関連資格士会総会開催される

あり会社を支えてくれる貴重な人材であること。また
米国の大手新聞社での編集部門の大量リストラの例を
持ち出して、いかに世の中の変化に対応してゆくこと
が重要かについても話されました。そして今後は会員
がさらに別の資格取得を目指して欲しい、またスキル
のレベルアップを計って欲しい。自分も70歳にして新
たな資格取得にチャレンジするつもりであると打ち明
けられました。
　総会終了後の第Ⅱ部のセミナーでは富士ゼロック
ス ㈱ グ ラ
フィックコ
ミュニケー
ションサー
ビス事業本
部国内営業統括営業推進部VIP推進グループの鈴木信
彦氏と同じくグラフィックコミュニケーションサービ
ス営業部営業2グループマネジャーの関智一郎氏によ
る「提案型営業の実践方法と最新デジタル印刷の活用
法」と題し、今印刷業がビジネス領域の拡大のために
求められているキーワードは「変革」である。その手
法としてCVMをご紹介くださいました。また後半で
は高付加価値商材として色々なマテリアル紙（機能紙）
と活用事例をご紹介いただきました。
　その後は懇親会へと移り、冒頭で新道行副会長のご
挨拶と新井正敏相談役の乾杯のご発声をいただき、終
始和やかなうちに進み、参加会員からも多くの発言も
出て、最後は新井貴之副会長の一本締めで散会となり
ました。

講演風景 綱領唱和 金縄会員

城戸会長

岩渕理事長

講師 鈴木氏 講師 関氏
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　　　 活動報告

　まずは、午後６時より、さいたま市宇宙劇場にて「先
輩経営者から学ぶ」と題し、今年度の第一回目の例会が
開催されました。厳かな雰囲気の中、綱領唱和と浅野
会長による挨拶があり、その後今回のメインイベント
である㈱アサヒコミュニケーションズ・取締役会長 新
井正敏様による講演が行われました。

　「新井会長の印刷人生50年の道」
「健康」「事業継承」をテーマに、経営
に関する様々な経験や考えを率直に
お話いただき、これから経営を担う
にあたっての心構えなどを勉強させ
ていただきました。講演後の質問タ
イムでも、様々な質問が飛び交い、
そのたびに深いアドバイスをしてい
ただきました。最後に、大川直前会

長による謝辞・御礼をもって、講演は終了となりまし
た。
　続いて、例会の度に行われることになったメーカー
PRタイムとなり、今回は、溝口洋紙㈱と設楽印刷機材

浅野会長挨拶 メーカー PR タイムの様子例会全体の風景 ㈱アサヒコミュニケーションズ 新井会長

大川直前会長による
謝辞・御礼

㈱による、会社の紹介とアピールがありました。
　場所を移して、午後8時より、大宮の韓国料理店に
て、納涼会が開催されました。
浅野会長による挨拶の後、今回講演をしていただいた
㈱アサヒコミュニケーションズ新井会長の乾杯の発声
に始まり、大いに盛り上がりました。メーカー・業者
も多数ご参加いただき、活発な意見交換をし、また親
睦を深めることができました。
　第1回目の例会は、以上のように大盛況に終わり、こ
れから埼印工青年部がさらに盛り上がることを予感さ
せる一夜となりました。
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8月30日(木)埼印工青年部の例会「先輩経営者から学ぶ」及び
納涼会が開催されました

10月13日(土)埼印工青年部のゴルフ親睦
会が開催されました
　今年度第1回目のゴルフ親睦会が「ゴールド栃木プ
レジデントカントリークラブ」にて開催されました。
秋らしい気持ち良い天気となり、和気あいあいと楽し
く進行しました。親睦を深め、これからの活動の英気
を養いました
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「アドビテクニカルセミナー・ウェブセミナー」を開催

　平成30年９月８日（土）、鴻巣の㈱アサヒコミュニ
ケーションズ会議室に於いて、アドビテクニカルセミ
ナーを9：30～12：30、ウェブセミナーを13：30～
16：30開催した。
　第１部アドビテクニカルセミナーは、全印工連特別
ライセンスプログラム参加企業にはそのフォロー・
スキルアップを図るため、またライセンスプログラム
導入を検討している企業にも参加を呼びかけて開催の
運びとなった。アドビシステムズ㈱近藤氏が講師で、
２４名の組合員が参加した。
　ＤＴＰデータや培ったＤＴＰスキルの活用方法の検

討、印刷物を想定するだけの制作方法だけでなく、デ
ジタルコンテンツ化を見据えたデータ制作への取り組
みの考察、ＤＴＰで培ったスキルの活用方法、サイネー
ジ、電子書籍、Ｗｅｂ＆アプリ開発等で必要とされる
周辺スキルへのアプローチ方法が紹介された。
　第２部ウェブセミナーでは、㈱パワーメディア大岡
講師による受注に必要となる基本知識を２２名が受
講。多くの印刷会社がウェブ制作に取り組み、印刷物
の受注と相乗効果も期待する中、必ずしも期待通りの
利益を得ていない事例が見受けられる。セミナーでは
ウェブ業界の動向、ウェブ制作のディレクション手法、
ウェブに関する事業の収益事業化を学んだ。
　今回、第１部のみ受講、第２部のみ受講、両方を受
講と自由に選んで受講できるような設定で企画した。
今後もいろいろな形で学んでいけるよう教育委員会で
企画していきたいと考えている。

●コスモプリンツ㈱4名の感想
・�構造化ＨＴＭＬやアクセス解析など、勉強した
方が良いものがわかり、とてもよかったです。
・�イラストレーターＣＣやフォトショップＣＣの
新しい機能やＷebのマーケティングなど、新し
い発見があり、今後に役立てようと思いました。
・��「企業を変革するヒントは社内にある」遠くを見
るのではなく、一度立ち止まって、社内で起き
ていること、強味、問題について見直すことで
も新たな知見が得られる。
・�ヒートマップ解析なるものに興味を持ちました。
この内容をうまく編集・営業に反映できると面
白くなると思います。

岩渕理事長 城戸委員長 近藤 講師大岡 講師

東洋インキ勤務35年の
診断士です。

この様な方  気軽にご一報ください。
・補助金を申請したいが、	 	
　　書類を作る手間が大変で困っている。
　　どうしたらうまく承認がもらえるのだろうか。	
・経営計画や事業計画で
　　経営革新計画や経営力向上計画を申請したい。
　　外部の専門家の目も入れてみたい。	
・組織や人事制度で
						古くなってきて今のままでよいか考えたい。
						新しい試みもしようと思っている。
・生産工程や作業の効率化、コストダウンを図りたい。	

■住所：埼玉県北足立郡伊奈町小室7585　電話�080－2343－9449
E-MAIL��kikuchisindan@gmail.com

中小企業診断士　菊池明

セミナー感想
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クロスメディア・エキスパート対策講座

平成29年度　クロスメディア・エキスパート試験合格者（敬称略）
支部名 氏名 企業名

浦和支部 大河原　皐月 関東図書㈱
〃 杣木　隆浩 〃
〃 鹿嶋　麻依子 〃

大宮支部 谷口　武弘 ㈱秀飯舎
行田支部 宍戸　雅典 コスモプリンツ㈱
熊・鴻巣支部 井口　陽司 ㈱アサヒコミュニケーションズ
深谷支部 野澤　　亨 たつみ印刷㈱

〃 坂口　仁志 〃
〃 加藤　　積 〃
〃 島田　淳子 〃
〃 新　　忠士 〃
〃 江原　英範 〃

　この度の対策講座及び試験を
通し、クロスメディアに関する
様々な知識を得られただけでな
く、他社との交流も大変良い刺
激になりました。顧客提案にお

いて今まで感覚的な部分がありましたが、一貫性のある提
案ができるようになったのではないかと思います。今後も
幅広い視野を持って取り組んでいきたいと思います。

関東図書㈱　鹿嶋麻依子

　クロスメディア・エキスパー
ト対策講座では大変お世話にな
りました。幅広い出題範囲を３
回の講座に凝縮して、丁寧に教
えてくださった景山先生には大

変感謝しております。講座内でのディスカッションにおい
ても同業他社の方々と良い交流ができました。
　講座での学びを社内全体のレベルアップに繋げていけれ
ばと考えており、今後は、お客様のビジネス戦略に対し、
さまざまなメディアへ目を向けて課題を解決してまいりま
す。良い機会をいただきありがとうございました。　　　       
                                                   ㈱秀飯舎　谷口武弘

クロスメディア･エキスパート対策講座
受験者数 22名
第1部合格者 13名
第2部合格者 ��9名
免除者 ��3名
最終合格者 12名

ご活躍を期待しています！

合格者の感想
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全日本印刷文化典 高知大会開催される

菊地講師

高知酒井理事長

山本一力講師

受賞（渋木副理事長）

受賞（髙橋常務理事）

長野県

　平成30年10月5日（金）・6日（土）、2018全日本印
刷文化典高知大会が、高知市三翠園で開催され、埼印
工組から岩渕理事長始め12名が出席しました。
　『土佐で語ろう　印刷の未来』をテーマに、各県か
らの組合員、来賓、関連企業等総勢540名の
出席で、盛大に行われました。
　始めに記念式典で、開会宣言、開催工組酒
井高知県理事長挨拶、臼田全印工連会長式辞、
来賓式辞と続き、組合功労者顕彰で、埼印工
組からも渋木副理事長と髙橋常務理事の2名
が受賞されました。次に印刷文化典宣言を高
知県青年部中島会長が述べました。

　続いて、臼田会長による全印工連メッセージ、作家
山本一力氏による「刷ればこそ」をテーマにした講演
会が行われました。
　2日目は、理事長会・青年部会長会議・事務局会議
が早朝に開催され、全印工連フォーラムでは、菊地加

奈子氏による「幸せな働き方改革」へ向けて！ステッ
プ２「目標・計画設定」が解説されました。岩渕理事
長が自社で快適度チェック診断を行った結果が９頁か
ら11頁にあります。是非、実際に診断してみて下さい。
　次回2020年の印刷文化典は、関東甲信越静地区が
担当、長野県軽井沢で行われます。
　長野県を中心に関東甲信越静地区が一致団結して開
催に望みたいと思います。

印刷文化典　高知宣言
私達、印刷産業は現在に至るまで、社会に情報を伝え、広め、そ
して残してきました。
見やすく、読みやすく、感性に訴え、感動を伝え、記憶に残る印刷物。
活字の時代から大切に培ってきた「ものづくり」へのこだわりです。
　時代は変わり印刷産業の装置の進化もさることながら、コン
シュマー向けの装置の進化はすさまじく、IT・IoT・AI技術の進
化はさらにすさまじいものがあります。社会の急激な変化の中で
私達印刷産業は、ものづくりへのこだわりを持ちながらも「こと
づくり」に傾注すべきだと考えます。効率よく刈り取ることから、
次世代へ向けての種まきをすることに目を向けることが重要と思
われます。
私達の印刷の力を強いものとし、印刷産業がもつ多様な顧客、様々
なチャンネルを活かし、地域社会での役割を果たすとともに、豊
かな生活と文化を支える産業として、社会に貢献することを宣言
します。

臼田会長

　この度'18日本印刷文化典高知大
会に於いて組合功労者としての表
彰を受けました。
　今からちょうど20年前の'98日本
印刷文化典岡山大会にて当社先代
が同じくこの賞を戴きました。
　二代に渡り受賞できた事を光栄
に思います。
　推薦してくださった理事長はじ
め役員の皆様、組合員の皆様には
感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

組合功労者	顕彰状を頂いて
　新井正敏	前理事長に声をかけら
れて副理事長の大任を背負い、あっ
という間の10年が過ぎました。　
　お蔭様でそれまで以上に組合活
動に集中できました。　
　そしてこの間自分の存在が組合
活動の一助になっていたのなら幸
いに思います。この度貴重な賞を
いただき組合員の皆様に心から感
謝申し上げます。
　ありがとうございました。

受賞者のことば
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「働き方改革」と「職場の快適度チェック」
理事長　岩渕　均

　最近、毎日と言っていいくらい「働き方改革」とい

う言葉を聞きます。10月5－6日高知にて開催された

印刷工業組合の全国大会でも、この働き方改革に関す

るセミナーが2コマ開催されました。一つは全印工連

会長による講演であり、もう一つは外部講師による

「チェックシート」を利用した「職場の快適さ」分析

でした。後者では、参加者全員が35問のチェックシー

トに回答し、自分で採点をしましたが、全印工連の幹

部役員の何社かには予め回答を提出してもらい、その

内容を分析してコメントを付けていました。

　しかし、幹部役員以外の参加者はその場でチェック

シートが配られ、チェックを入れて、自分で採点する

だけですから殆んど面白みがありません。正直少々時

間がもったいないと思っていました。

　ところが地元に戻ってくると、一部の人から、「埼印

工だよりの記事にこのチェックシートを添付しよう」

という声が上がって来ました。「埼印工だより」に載

せるのであれば、会員企業の社員のためになり、経営

者のためになり、ひいては会社のためにならなくては

なりません。この位置付けであればチェックシートを

実施することに価値があります。

　このチェックシートは厚生労働省が開発したものの

ようですから、それなりに役に立つでしょう。そう思っ

て当社で実施してみました。

　チェック項目は７領域35問です。７領域の内容は、

1キャリア形成・人材育成、2人間関係、3仕事の裁量性、

4処遇、5社会とのつながり、6休暇・福利厚生、7労

働負荷です。それぞれ5問ありますので全部で35問に

なります。質問内容を別紙に記載しました。

　いずれも簡単な質問ですから回答にそれほど時間は

かからないと思います。

　但し、回答は「質問の内容を熟慮して、正直に、且つ、

客観的に（建設的に）」することが必要です。例えば、

領域１の「キャリア形成・人材育成」に関して、全く

自分で勉強する気もない人が、「意欲を引き出したり、

キャリア形成に役立つ教育が（会社で）行われている」

という質問に正しく応えられるでしょうか？会社でそ

のような機会を与えているにも拘わらず、「そのこと

を認識していない」可能性もあり得るからです。自分

をしっかりと見つめて、熟慮して、正直に、客観的に、

建設的に回答してもらうよう十分説明する必要がある

と思います。

　それでは当社のチェックシートの結果を分析してみ

ましょう。

　全領域平均で管理者が3.3、従業員が3.0なのでほぼ

「普通」の評価である（標準範囲の目安は、管理者2.8

～3.8、従業員2.5～3.5）。以下、領域ごとに見ていく。

　領域1：キャリア形成・人材育成。経営者3.6に対し

従業員2.8と0.8の差がある。会社としては、埼印工の

資格士会への入会やセミナーの受講及びその費用の補

助など力を入れているが、従業員に徹底されていない

のかもしれない。

結果分析
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　領域2：人間関係。従業員評価が3.8とかなり高い。

好意的に見れば職場の雰囲気がいいということである

が、厳しい雰囲気に欠けると言えるのかもしれない。

　領域4：処遇。経営者3.4に対して従業員2.7と0.7の

差がある。特に、項目16「世間的に見劣りしない給料

がもらえる」の評価が2.4となっているのが気になる。

経営者としては、印刷業の中小企業の世間的相場に配

慮しながら給料を決めているのではあるが。

　領域5：社会とのつながり。会社の経営理念として「印

刷・出版・ITを通じて社会に貢献する」と掲げている

のであるが、工場内部にいると社会のつながりが乏し

いと感じるのであろうか。先ずは、ウォーキング大会、

資格士会、総会、新年会等業界の催物に出席して、外

部との接点を増やすことが大切である。

　領域6：休暇・福利厚生。この領域は、従業員の評

価が2.6と一番低い評価になっている。その原因は、

項目26「この職場には世間よりも長い夏季休暇や年次

休暇がある」と項目30「心や身体の健康相談のために、

社外の医療機関などを気軽に利用できる」の評価が低

いためである。「長い休暇」はないが、「休暇が短い」

こともないと思うのであるが、当社は役所の仕事が多

いので年末は役所の仕事納めの日まで働いて、翌日か

ら年末年始の休暇としているのでこの1日が影響して

いるのだろうか。また、「社外の医療機関を気軽に利

用できる」に関しては、「気軽に」という表現は、現

実的でなく、単に「社外の医療機関を利用できる」と

いう質問に代えるべきであろう。それにしてもこの課

題への対応は1社だけでは難しく、組合全体として何

か方法がないものかと考える。

　従業員全体のサンプル数は58であるが、これを標準

範囲（2.5～3.5）及びその上下で分けると、標準に届

かない評価が6（10％）、標準範囲内が41（71％）、

標準以上の評価が10（17％）となった。評価の分布

は比較的まともなもののようである。

　この調査結果を会社経営に活かし、社員の能力アッ

プを図ると共に会社の業績向上へ繋げたい。 
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（この調査票は　https://www.jisha.or.jp/kaiteki/soft/index.html　のサイトにあります）
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　　平成３０年７月６日（金）、関東甲信越静地区印刷
協議会が、静岡県ホテルアソシアにて開催され、埼印
工組から岩渕理事長始め８名が出席した。
　最初に全体会議があり、主管県の静岡工組鈴木実行
委員長の歓迎挨拶の後、全印工連滝澤副会長から、
「今年は役員改選で、関東甲信越静地区でも６名の理
事長が、会長も江森会長に交代しました。全印工連が
発信する各種情報の源として、地区協が一層機能す
ることを期待します。」そして今期掲げた『 「Happy 
Industry ~人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業~
について』の概要説明を受けた。「ソリューション・
プロバイダーへの進化」「印刷道」「2025計画 新しい印
刷産業へのリ・デザイン」に続く冊子は、挑戦を続け
る会員企業に対する支援として今後組合が展開する事
業のロードマップという位置づけです。１社では解決
できない課題に対し組合のもとに仲間が集うことによ
り解決する、会員にとって役に立つ組合の姿です。」
　続いて全印工連池田常務理事が「幸せな働き方改革
の必要性」について話された。

「なぜいま、働き方改革をする必要があるのか？ステッ
プ１、働き方改革の必要性を理解する。ステップ２、
目標を設定し、計画を立てる。ステップ３、業務プロ

惠組織委員長発表 江森協議会会長

セスの見直しに着手する。ステップ４、就業規則や人
事制度を整備する。ステップ５、賃金制度・評価制度
を整備する。ステップに沿って働き方改革を実行、『良
い人が集まる会社にしていくこと』が大きなテーマに
なる。」
長島事務局次長からの事業報告があり、会場を移動し、
理事長会・分科会でそれぞれの委員会で活発な議論が
交わされた。分科会報告では、埼印工組の惠副理事長
が今年度より組織共済委員会の委員長になり、委員会
報告で発表した。
　式典で江森地区協議会会長挨拶、また退任役員に感
謝状贈呈、次期開催県の茨城工組松本理事長が「来年
は茨城県でお会いしましょう。」と参加を呼び掛けた。
閉会。懇親会で交流を図り、再会を約してお開きとなっ
た。

平成30年度　関東甲信越静地区印刷協議会、
静岡大会開催される

滝澤副会長

荻野静岡理事長参加者
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　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第16回目は、株式会社シンポさんです。

Vol.16 株式会社シンポ　新保　元美さん

　  ㈱シンポは、47年目突入しました。
　家族、使用人で、私は経理・営業・納品の
仕事を日々しております。
　印刷に関してはまだ未熟な部分が多く、上
司・先輩にお世話になっております。
　ここ数年、アナログからデジタルへ進ん
で紙ベース注文が少なくなってきてますが、
細々と続けさせて頂いております。
　休みの日は、ピアノの練習をして息抜きし
ている今日この頃です。

我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき
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豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売
●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス
●ITビジネス支援事業

第21回親睦ウォーキング大会、
台風の為中止!!
　平成30年9月30日（日）、武蔵丘陵森林公園南口で開催予定の
ウォーキング大会は、台風予報の為中止となりました。始まって
以来中止は初めてのことで、とても残念でした。

株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工
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すてきな作品お待ちしています
皆様の自慢の作品を募集しています。ご応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。奮ってご応募ください。

六三四堂印刷㈱ 宮田敦彦

ヒール＆レール　東上線川越市駅構内にて 夏の訪れ　越生線川角付近にて　 鐘のある展望台　NEOPASA	駿河湾沼津にて

文責　城戸 紀夫

コンパクトシティ蕨！  紹 介

埼 玉
我 が 街

　蕨市は東京都心から約20ｋｍに位置し、海抜３～５ｍ前後の平坦地です。5.11
平方ｋｍと全国一小さい市域に約7万人が生活し、人口密度の高さも全国一位と
なっています。
　古くは中山道の江戸から二番目の宿場として、慶長年間に成立したといわれ、
町部には本陣2軒・脇本陣１軒・問屋と高札場が１か所ずつあり、旅籠も23軒あっ
てたいへん賑わっていたようです。江戸幕府第14代将軍・徳川家茂の正室になっ
た皇女和宮も蕨宿本陣で休憩して江戸へ入りました。現在は歴史民俗資料館をは
じめ史跡を見て廻るガイドツアーなどで歴史あるまちを案内しています。
　また、終戦間もない昭和21年11月に全国に先駆けて蕨で第１回の成年式が挙行され、蕨市では「成人式」
とは言わず、「成年式発祥の地」として現在も盛大に開催されています。
主な祭事は、苗木市・藤まつり（４月29日）、塚越あさがお・ほおずき市（７月上旬）、わらび機（はた）まつ
り（８月上旬）、和楽備神社例大祭（10月中旬）、ハロウィン仮想パレード（10月下旬）、中仙道宿場まつり（11
月３日）、おかめ市（12月17日）です。
　今、町おこしとして力を入れている事業は「双子織みらいプロジェクト」です。江戸時代の末、イギリス
の木綿糸と最新の染料をヒントに２本の糸を一組に織る今までにない鮮やかな縦縞の織物を生み出し、大好
評になりました。これにより蕨の町は織物の生産地手として名をはせました。その蕨の宝である伝統織物「双
子織」を復元し、衣料品をはじめバッグや小物などに広く使用し、一部は「蕨ブランド」の認定を付けて普
及を図っています。市内には双子織で作った日除けやのれんが掛っている商店や会社が100以上もあります。
さらには、蕨で誕生した日本一早く実を付ける「わらびりんご」を使ったご当地サイダーや「大人のプリン」
や「蕨大人ドレッシング」など蕨の名品も生まれています。蕨という字が書けない人には「蕨書き順Tシャツ」
があります。
　国道号線を車で走るとあっと言う間に通りぬけてしまう小さなまちですが、自慢がたくさん詰まったコン
パクトシティ蕨へ是非お出かけください。

紙 上 作 品 展
2018

成人式発祥の地 像


